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韓日鉄鋼産業の比較優位分析

韓 基早＊

�．はじめに

１８世紀産業革命共に鉄鋼産業はイギリスで発

展しはじめ、イギリスとドイツを中心にヨー

ロッパが主導してきた。その後２０世紀には米国

に主導権が移り、１９７０年代末以後には日本に主

導権が移動した。また１９８０年代に入っては韓

国、中国などの開発途上国において鉄鋼産業の

発展が早い。そして１９９０年代に鉄鋼の需要が再

び増加した米国や市場統合によるシナジー効果

を期待したヨーロッパなどの地域において主導

権を握るための争いが激しくなってきた。しか

し２０００年代に入ってから世界市場において中国

が浮上し、中国を含めた韓国、日本の三カ国が

２００９年現在世界鉄鋼の約６０％以上を生産し、ま

たその半分以上を消費している。

工業化の米とも言われまた工業化の象徴でも

ある鉄鋼産業は他の産業に基礎素材を供給する

ことによって国家産業競争力を支えまた経済成

長に重要な役割を果たしてきた。韓国鉄鋼産業

の生産誘発効果は全産業の平均よりも高く前後

方連関効果が高い産業として今まで国家建設お

よび重化学工業化の成長に決定的に貢献してき

た。このような鉄鋼産業の多大な経済波及効

果、国家経済寄与度、そして韓中日鉄鋼産業の

世界市場におけるポジションからして韓中日鉄

鋼産業についての研究の必要性と研究の意義は

大きいと言えよう。

韓国鉄鋼産業は１９７３年に初めて１００万トン以

上を生産して以来２００９年まで年平均１１％以上の

高い成長を達成してきた。ところが、既存の研

究によれば、中国に対しては２００５年を境にして

競争力が弱くなり始め２００８年現在比較劣位に置

かれており、また日本に対しても依然として比

較劣位に置かれているという（Shin、２００４；

Kim・Suh、２００６；Im、２００７；韓・金、２００８等）。

これらの研究は主に貿易特化係数や顕示比較優

位指数などの貿易競争力指数を用いて韓中日鉄

鋼産業の輸出競争力を計っている。したがって

必然的にこれらの分析は輸出部門のみを考慮す

ることになり、そのため輸出競争力を計るには

限界があると言われている。

しかし、本稿では輸入部門をも含めた産業内

貿易による輸出競争力の分析は別の機会にゆず

り、先にそうした限界を補完する形で貿易特化

係数や顕示比較優位指数を応用した新たな分析

モデルを用いて韓国鉄鋼産業の対日本競争力に

ついて分析を試みたい１）。こういった分析を通

じて韓日鉄鋼産業の比較優位がどう変化して来

ているのか、そして韓国鉄鋼産業の対日本競争

力は果たして弱くなっているのか、を実証して

みたい。そして本研究では韓日鉄鋼産業の貿易

構造を分析する際に HS９２コードの４桁に分類

されている UN COMTRADEの貿易統計データ
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を利用する。分析期間は、１９９５年以前の UN

COMTRADEのデータは不完全なので、１９９５年

から２００９年までとした。

�．先行研究の検討

韓中日鉄鋼産業についての最近の研究として

は韓・金（２００８）、Im（２００７）、 ・黄（２００７）、

Kim・Suh（２００６）、金博洙他８人（２００５）、Nam

（２００４）などが挙げられる。Im（２００７）と Kim・

Suh（２００６）は貿易特化係数や顕示比較優位指

数などを用いて韓国鉄鋼産業の對中国および對

日本競争力を分析しており、韓国鉄鋼産業が中

国と日本の間に挟まれたナット・クラッカー

（nutcracker）状態を確認している。この他の

研究は主に韓中日三国の鉄鋼産業の競争力の分

析あるいは韓中日の FTAの締結が各国の鉄鋼

産業に及ぼす影響を分析している。それから韓

国鉄鋼産業の競争力の向上や発展方案に関する

研究としては、Sohn・You（２００５）、金（２００６）、

Kim（２０００）などがあり、�（２００１）は中国鉄

鋼産業の分析を通じて韓国鉄鋼産業への示唆点

を導出している。

また中国鉄鋼産業についての研究としては、

趙・徐・�（２００５）、李（２００４）、�・ （２００３）

などが挙げられる。これらの研究は中国政府の

産業政策の変化が鉄鋼産業の発展方向に及ぼし

得る影響に関する研究や中国鉄鋼産業の世界市

場でのポジションと現況の分析を通じて中国鉄

鋼産業の発展戦略を提示している。最後に日本

鉄鋼産業についての研究としては佐藤（２００７）、

川端（２００５）などが挙げられ、佐藤（２００７）で

は生産、需要および供給、貿易などの基礎デー

タを用いて世界鉄鋼産業の発展と変容の下で占

める日本、中国、韓国を含めたアジア鉄鋼産業

のポジションを検討している。そして川端

（２００５）は日本鉄鋼産業の比較優位、韓国およ

び中国鉄鋼産業の競争力と発展可能性などにつ

いて分析している。

以上のような既存の研究は、Im（２００７）と

Kim・Suh（２００６）を除いて主に韓中日三国の

間の鉄鋼産業の貿易現況と競争力について分析

するか、あるいは韓中日の間の FTA締結が各

国の鉄鋼産業に及ぼす影響について分析してお

り、そしてその影響に対する対応策や発展戦略

を提示している研究が大部分である。これらの

研究結果によれば、韓国は、現在中国および日

本の間に挟まれたナット・クラッカー（nut-

cracker）状態で、比較劣位に置かれている。し

かし、前章で先述したように本稿では単純に貿

易特化係数や顕示比較優位指数をそのまま用い

るのではなく、これらの指数を応用した新たな

分析モデルを用いて韓日鉄鋼産業を中心に韓日

鉄鋼産業の比較優位の変遷を鉄鋼品目別に詳し

く分析する。

�．競争力の分析方法

本章では各商品を対日競争力により次のよう

に五つの品目群に分類する。すなわち競争力絶

対優位（第１品目群）、競争力優位（第２品目

群）、競争的（均衡）（第３品目群）、競争力劣

位（第４品目群）、競争力絶対劣位（第５品目

群）に分ける。段階別の分け方は次のようにな

る。

１．第１段階：韓国の対世界貿易特化係数で

分類

第一段階での品目群の分類は、対世界貿易特

化係数（Trade Specification Index; TSI）を用い

る。TSIは韓国の特定鉄鋼製品の対世界純輸出

を当該製品の交易規模で割った値で輸出入の相
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対的な大きさを通じて当該品目の世界市場にお

ける競争力を間接的に表わす。

TSI i
kw = X i

kw－M i
kw

X i
kw + M i

kw

X i
kw：i品目の韓国の対世界輸出，M i

kw：i品目の

韓国の対世界輸入

対世界 TSIの値が０．３４以上の品目は「競争力

絶対優位品目」に、０．０３以上０．３４未満のものは

「競争力優位品目」に、－０．０３より大きく０．０３

未満のものは「競争的（均衡）品目」に、－０．３４

より大きく－０．０３以下のは「競争力劣位品目」

に、そして－０．３４以下のは「競争力絶対劣位品

目」に分類する（表１を参照）２）。

２．第２段階：韓国の対世界輸出伸び率で調

整

第２段階では、第１段階において「競争力絶

対劣位品目群」に分けられた第５品目群の中で

最近５年間の対世界輸出伸び率が韓国鉄鋼産業

全体の対世界輸出伸び率の２倍以上である品目

を、将来成長可能性が高いと判断し、同品目の

品目群を一段階アップして「競争力劣位品目

群」に再配置する。すなわち第２段階では、第

１段階において第５品目群に分けられた品目の

中で最近５年（あるいは４年間）の間における

韓国の鉄鋼 i品目の対世界輸出伸び率（ratei
kw）

が韓国の鉄鋼産業全体の対世界輸出伸び率

（mratei
kw）の２倍以上である場合、その品目を

第４品目群に再分類する（表２を参照）。

表２ 第２段階：輸出伸び率での調整

変化基準 第１段階 第２段階

n. a. 第１品目群 第１品目群

n. a. 第２品目群 第２品目群

n. a. 第３品目群 第３品目群

n. a. 第４品目群 第４品目群

ratei
kw�2・mratekw 第５品目群 第４品目群

注：� ratei
kWは最近４年または５年の間の韓国の鉄鋼 i品目の対世界輸出伸び率

� mratekWは最近４年または５年の間の韓国鉄鋼産業の対世界輸出伸び率

表１ 第１段階：対世界貿易特化係数での品目群の分類

品目群 基準 �明

第１品目群 ０．３４�TSI i
kw 競爭力絶對優位品目群

第２品目群 ０．０３�TSI i
kw＜０．３４ 競爭力優位品目群

第３品目群 －０．０３＜TSI i
kw＜０．０３ 競爭的（均衡）品目群

第４品目群 －０．３４＜TSI i
kw�－０．０３ 競爭力劣位品目群

第５品目群 TSI i
kw�－０．３４ 競爭力絶對劣位品目群

注：TSI i
kwは韓国鉄鋼産業の對世界貿易特化係数の平均
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３．第３段階：韓国の対日本貿易特化係数で

調整

第１段階および第２段階では、品目を対世界

競争力によって分けたが、第３段階では韓国の

対日本貿易特化係数を用いて品目の競争力を再

分類する。このように相手国に対する競争力の

分析において対世界競争力をも考慮するのは韓

国の特定品目の対日本競争力が対世界競争力と

必ずしも一致するのではないからである。即ち

韓国が生産する特定品目が日本に対して競争力

優位であるが、世界に対して競争力劣位にある

場合もあり、その反対の場合もあり得る。従っ

て特定品目の相手国に対する競争力を分析する

際対世界競争力を一緒に考慮することで競争力

分析に客観性を与える。

第３段階では、まず対日本 TSIを用いて前の

第１段階において分類に使用された臨界値に

よって五つの品目群に分類する。そして第２段

階において第１品目に分類された品目の中で対

日 TSIを基準によって第５品目群に分けられた

品目は第４品目群に再配置する。第２段階にお

いて第２品目群に分類された品目の中で対日

TSIを基準で第４または第５品目群に分けられ

た品目は第４品目群に移動させる。そしてこの

ような仕方で第２段階で第３、第４、第５品目

群に分類された品目の中で対日 TSIを基準に

よって〈表３〉のように再分類する。

４．第４段階：顕示比較優位指数で調整

第４段階では、顕示比較優位指数（Revealed

Comparative Advantage：以下、RCAと表記する）

を用いる。RCA指数は、特定の品目の世界全

体輸出にある一国の占める比重を世界総輸出に

その国の総輸出の占める比重で割った値であ

る。もし特定品目の RCA指数が１より大きけ

ればその品目は世界市場において比較優位にあ

り、１より小さければ比較劣位に置かれている

と判断することができる。

RCAi
k = X i

k / X i
w

Xk / Xw

Xi
kは i品目の韓国の輸出、Xi

wは i品目の世界

総輸出

Xkは韓国の総輸出、Xwは世界総輸出

第３段階では第２、３、４、５品目群に分け

られた品目の中でその品目の RCA指数が鉄鋼

産業の RCA指数の２倍以上である場合、その

品目を各々一段階アップ調整する。

５．第５段階：対日本顕示比較優位指数（市

場顕示比較優位指数）で調整

TSIによる分類と同じく RCA指数による相

表３ 第３段階：対日本 TSIでの調整

変化基準 第２段階 第３段階

TSI i
kjが第５品目群に分類された場合 第１品目群 第４品目群

TSI i
kjが第４または第５品目群に分類された場合 第２品目群 第４品目群

TSI i
kjが第３または第４品目群に分類された場合 第３品目群 第３品目群

TSI i
kjが第１または第２品目群に分類された場合 第４品目群 第２品目群

TSI i
kjが第１目群に分類された場合 第５品目群 第２品目群

注：iは品目を、jは相手国を表す。
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手国に対する競争力の分析においても対世界競

争力を考慮してから相手国の RCA指数によっ

て各品目を分類する。この最後の第５段階で

は、韓国の特定品目の対世界競争力（RCA）

が低くても対日競争力（RCA）が高い場合も

あり得るので、韓日間の競争力を客観的に判断

するために対日顕示比較優位指数（Revealed

Comparative Advantage: RCAi
kj）を用いる。

RCA指数は先述したように世界総輸出に占

めるある一国（例え、韓国）の輸出比重に対し

てある一産業の世界総輸出に占めるある一国の

その産業の輸出比重がどれ位占めるかを表わす

指数で、この値が１より大きければその産業に

比較優位があることを意味する。この指数を対

日競争力について調べるために次のように変形

する。

RCAi
kj = X i

kj / X i
kw

Xkj / Xkw

Xi
kjは i品目の韓国の対日本輸出、Xi

kwは i品目

の韓国の対世総界輸出

Xkjは韓国の対日本輸出、Xkwは韓国の対世界

総輸出

これは、韓国の総輸出の中で対日総輸出が占

める比重と i産業において韓国の総輸出の中で

対日輸出が占める比重とを比率で表わす。した

がってこの値が１より大きければ日本に輸出す

る品目の中でもその品目の輸出が特に多いとい

うことを意味し、これは対日貿易においてその

品目に比較優位があることを意味する。

第４段階で第２、３、４、５品目に分けられ

た品目の中で RCA指数が鉄鋼産業の RCA指

数の２倍以上の品目を各々一段階アップ調整す

る。

�．分析結果

１．韓国鉄鋼産業の対日本競争力の推移

先述した分析方法を用いて１９９５年から２００９年

まで韓国鉄鋼産業の対日本競争力の推移を競争

力別（品目群別）に輸出入額および品目数につ

いて検討してみよう３）。

まず、〈表４〉でみるように、韓国鉄鋼産業

の対日輸出入は５５品目で１９９５年に２１億２２１８万ド

ルを日本に輸出したが、その後減少と増加を繰

り返しながら２００９年には２５億２７１１万ドルを輸出

し、年平均１．３％の緩やかな対日輸出伸び率を

見せている。しかし同期間に日本からの輸入は

年平均７．０％の高い伸び率で増加し、２７億６３１万

ドルから９１億６４１４万ドルに増加した。このよう

な鉄鋼産業の対日輸入依存的な貿易構造を反映

して対日貿易収支は１９９５年からずっと赤字を出

しており、２００９年には６６億３７０４万ドルの赤字を

記録している。このように韓国鉄鋼産業は対日

輸出入額だけをみると対日輸入依存的で競争力

が弱いと言わざるをえない。

次に品目群別対日本競争力について考えてみ

よう。第一に、競争力（品目群）別の品目数で

みると、まず、競争力優位である「第１品目群

＋第２品目群」に分類された品目数は１９９５年：

２０→２０００年：２３→２００５年：２５→２００９年：２５と増

加したが、競争力劣位である「第４品目群＋第

５品目群」に分類された品目数は１９９５年：３２→

２０００年：３０→２００５年：２６→２００９年：２６と減って

きた。また競争的である「第３品目群」の品目

数も同期間に３→２→４→４と増加してきた。

したがって品目数で見た場合、韓国鉄鋼産業の

対日競争力は１９９５年以来少しずつ改善してきた

といえる。

第二に、１９９５年韓国鉄鋼産業の対日競争力優

位である「第一品目群」と「第二品目群」は対
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日鉄鋼産業総輸出の約８５％の１１億９５２６万ドルと

６億２７６５万ドルを輸出し、競争力の弱い「第４

品目群」および「第５品目群」は１４％ほどを輸

出しており、１９９５年の対日鉄鋼品目の輸出は主

に競争力の高い品目群の鉄鋼製品が輸出されて

いる。しかし輸入の場合、約６０％の「第４品目

群」と「第５品目群」が各 １々０億８５８２万ドルと

４億５７１３ドルが輸入されただけではなく、競争

力優位にある「第１品目群」と「第２品目群」

の約４０％の５億７４５８万ドルと５億３１４４万ドルも

輸入されている。すなわち競争力の高い品目を

輸出しながらも同時に競争力の高い品目を高い

比重で輸入している。これは当時韓国国内鉄鋼

産業の需給関係の歪み、すなわち需要と供給の

不均衡を表している。

第三に、しかしこのような対日鉄鋼産業の輸

出入構造はその以降改善してきて、２００９年現

在、競争力優位の「第１、２品目群」を６０％ほ

表４ 韓国鉄鋼産業の対日本競争力の推移 （単位：１万ドル、％）

第１品目群 第２品目群 第３品目群 第４品目群 第５品目群 合計

１９９５

輸出
１１９，５２６ ６２，７６５ ８０１ １９，１３７ ９，９９０ ２１２，２１８

５６．３ ２９．６ ０．４ ９．０ ４．７ １００．０

輸入
５７，４５８ ５３，１４４ ５，７３５ １０８，５８２ ４５，７１３ ２７０，６３１

２１．２ １９．６ ２．１ ４０．１ １６．９ １００．０

貿易収支 ６２，０６７ ９，６２１ －４，９３４ －８９，４４５ －３５，７２３ －５８，４１３

品目数 １６ ４ ３ ２３ ９ ５５

２０００

輸出
９６，２５６ ９，４１６ ３８，８９１ ９，７９１ ２，３６３ １５６，７１７

６１．４ ６．０ ２４．８ ６．２ １．５ １００．０

輸入
５４，７３３ １０，７４９ １１５，７１３ ９４，８３８ ２６，８２３ ３０２，８５６

１８．１ ３．５ ３８．２ ３１．３ ８．９ １００．０

貿易収支 ４１，５２３ －１，３３３ －７６，８２３ －８５，０４７ －２４，４６０ －１４６，１４０

品目数 １８ ５ ２ ２０ １０ ５５

２００５

輸出
１９５，２９１ １１，６０８ ８，７８２ ２１，７９４ ５５，９８１ ２９３，４５７

６６．５ ４．０ ３．０ ７．４ １９．１ １００．０

輸入
１０９，２６１ ３，７６５ ８，７４２ １４８，４７５ ４２４，９６１ ６９５，２０５

１５．７ ０．５ １．３ ２１．４ ６１．１ １００．０

貿易収支 ８６，０３０ ７，８４３ ４０ －１２６，６８１ －３６８，９８０ －４０１，７４８

品目数 ２１ ４ ４ １４ １２ ５５

２００９

輸出
１３４，８９１ １７，０２６ １０，８３９ ４３，８８０ ４６，０７５ ２５２，７１１

５３．４ ６．７ ４．３ １７．４ １８．２ １００．０

輸入
７５，９２８ ３，６５８ ４０，１１６ ３７４，５６７ ４２２，１４６ ９１６，４１４

８．３ ０．４ ４．４ ４０．９ ４６．１ １００．０

貿易収支 ５８，９６３ １３，３６８ －２９，２７７ －３３０，６８６ －３７６，０７１ －６６３，７０４

品目数 １８ ７ ４ １９ ７ ５５

資料：UN COMTRADEの統計データを用いて筆者が作成。
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ど（第１品目群；１３億４８９１万ドル、第２品目群；

１億７０２６万ドル）を輸出し、競争力劣位の「第

４、５品目群」も３５％ほど（第４品目群；４億

３８８０万ドル、第５品目群；４億６０７５万ドル）を

輸出した。ところが、競争力優位の「第１、２

品目群」は約９％（第１品目群；７億５９２８万ド

ル、第２品目群；３６５８万ドル）を輸入しただけ

で、競争力劣位にある「第４、５品目群」を約

９０％（第４品目群；２９億８６３１万ドル、第５品目

群；４１億８０３８万ドル）も輸入している。このよ

うに２００９年の輸出入構造は、１９９５年の輸出入構

造と違って輸出は主に競争力優位にある品目群

だけではなく競争力劣位にある品目群も輸出す

る構造に変わったが、輸入においてはほとんど

競争力劣位にある品目群だけを輸入する構造に

変わった。つまりこのような構造の変化が起き

てきたのは、一つは韓国国内における鉄鋼需給

不均衡の改善とある程度の技術の向上があった

こと、そしてもう一つはこういった周辺国の変

化に伴って日本の相対的な鉄鋼競争力の弱化が

あったからであると考えられる。

２．韓国鉄鋼産業の品目別對日本競争力

（１９９５年）

ここからは各品目がどの品目群に分類され、

どれ位の競争力をもっているのかを調べるため

に、競争力優位品目である「第１、２品目群」

と競争力劣位品目である「第４、５品目群」に

分けて競争力優位および劣位品目などの特徴を

考察する。

〈表５〉は１９９５年度の競争力（絶対）優位品

目を表している。まず、競争力優位品目（第１

品目群＋第２品目群）には、板類の７２０９（冷間

圧延鋼板－広幅）、７２０８（重厚版・熱延鋼板－

広幅）、７２１０（鍍金鋼板－広幅）、鋼管類の７３０６

（電気溶接鋼管）、７３０３（鋳鉄管）、７３２５（其の

他鋳物用品）、棒形鋼類の７２１７（線）、７２２９（其

の他合金鋼の線）、７３０１（鋼矢板・溶接形鋼）

など、そして鉄鋼製品類の７３０８（構造物とその

部分品）、７３１０（各種材料用の貯蔵槽・タンク

等－大）、７３２３（食卓・台所用品）などの２０品

目がランクされている。この中で貿易黒字が

１０００万ドル以上で、特に競争力が強い品目を順

番に並べると、７２０９、７２０８、７３０６、７３０８、７３２５、

７２１０、７３０１、７２１７、７２２９、７３１０、７３２３である。

さらに、７２１０は黒字が１０００万ドルに近く、黒字

が５０００万ドル以上なのは、７２０９、７２０８、７３０６、

７３０８、７３２５で、７２０９は２億７０００万ドル、７２０８は

１億に近い黒字を出している。これらの品目が

日本に対して競争力が強い。そして競争的な「第

３品目」には素材類と板類が入っているが、貿

易収支は赤字で対世界あるいは對日本 RCAが

高いから競争的な品目に分けられている。

次に競争力劣位品目（第４品目群＋第５品目

群）には、素材類の７２０１（銑鉄及びスピーゲル）、

７２０２（Ferro Alloys）、７２０４（古鉄及び再溶解用

のインゴット）、７２１８（STSの一次形状と半製

品）、板類の７２２５（ケイ素電気鋼の鋼板－広幅）、

７２１２（鍍金鋼板－狭幅）、７２１９（STSの熱間圧

延鋼板－広幅）、７２２０（STSの熱間圧延鋼板－

狭幅）、７２２６（ケイ素電気鋼の鋼板－狭幅）、棒

形鋼類の７２１６（形鋼）、７２１３（熱延圧延した棒）、

７２１５（其の他の棒）、７３０２（軌条）など、鋼管

類の７３０４（鋼管－seamless）、７３０５（その他の管

－円形・広幅）など、鉄鋼製品の７３２０（ばね及

びばね板）、７３２６（その他の製品）、７３２１（ストー

ブ、レンジ・炉、調理用加熱容器）、７３１５（鎖

とその部分品）などの３２品目がランクされてい

る。この中で赤字が１０００万ドル以上また１０００万

ドルに近い品目を順番に並べると、７２１９、７３０４、

７２１６、７２２５、７２０４、７２２０、７２０１、７２２８、７２２６、

７２１３、７２１８、７２２１、７３２６、７３２０、７２０２、７２１２、
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７３１５、７２１５、７３０２である。さらに赤字が５０００万

ドル以上であるものは、７２１９、７３０４、７２１６、７２２５、

７２０４、７２２０で、７２１９は４億以上、７３０４は２億以

上、７２１６は１億７０００万ドルを超えている。特に

これらの品目において韓国は日本に対して競争

力が弱いといえよう（表６を参照）。

そして〈表７〉で示すように競争力優位品目

は、板類が３、棒形鋼類が４、鋼管類が３、そ

して鉄鋼製品が１０品目で、合わせて２０品目であ

る。これに対して競争力劣位品目は、素材類が

７、板類が５、棒形鋼類が９、鋼管類が３、そ

して鉄鋼製品が８品目で、合わせて３２品目であ

る。特に鉄鋼製品は１８品目の中で１０品目を占め

て相対的に競争力が強い。また鋼管類は６品目

の中で３品目を占めて競争的である。ほかの鉄

鋼類は相対的に日本に対して競争力が弱いとい

えよう。

次に〈表８〉は品目別輸出およびその比重を、

〈表９〉は品目別輸入およびその比重を示して

いる。まず、先述したように鉄鋼産業の総輸出

表５ １９９５年度競争力優位品目 （単位：１万ドル）

品目
群

HS
９２

対日本
輸出

対日本
輸入

貿易
収支

対世界
TSI

対日
TSI

対世界
RCA

対日本
RCA

品目名
用度別
分類

１ ７２０９ ３７，８２０ １０，２３４ ２７，５８７ ０．８０ ０．５７３．３０ ３．００ 冷間圧延鋼板（広幅） 板類

１ ７２１０ ３１，６６５ ２６，７５５ ４，９１１ ０．４６ ０．０８１．９０ ２．９０ 鍍金鋼板（広幅） 板類

１ ７２１７ ４，２３１ １，１０４ ３，１２７ ０．７３ ０．５９１．８０ ２．４６ 線 棒形鋼類

１ ７２２３ ９３７ ５１３ ４２４ ０．８１ ０．２９３．６３ ０．９２ STS鋼の線 棒形鋼類

１ ７２２９ ４，２６４ １，５６３ ２，７０１ ０．５０ ０．４６４．３８ ４．４４ その他合金鋼の線 棒形鋼類

１ ７３０１ ４，２７３ ４１６ ３，８５８ ０．７８ ０．８２３．７７ ４．００ 鋼矢板、溶接形鋼 棒形鋼類

１ ７３０３ ５７ ４６ １１ ０．４７ ０．１００．５５ ０．４６ 鋳鉄管 鋼管類

１ ７３０６ １１，８２３ ５，９８１ ５，８４３ ０．６４ ０．３３２．１４ ２．０９ 電気溶接鋼管 鋼管類

１ ７３０８ ６，９９３ １，３９２ ５，６０１ ０．９０ ０．６７４．５４ ０．４０ 構造物とその部分品 鉄鋼製品

１ ７３１０ ４，９６０ ３，０６９ １，８９１ ０．２６ ０．２４１．２２ ４．２７ 各種材料用の貯蔵槽・タンク等（大） 鉄鋼製品

１ ７３１２ ２，６２９ ３，７８５ ‐１，１５６ ０．５６‐０．１８４．２９ ０．８１ より線、ロープ、ケーブル等（電気絶縁除外） 鉄鋼製品

１ ７３１３ ２４ １９ ５ ０．７０ ０．１２０．４８ １．１８ 有刺線、帯、平線等 鉄鋼製品

１ ７３１７ ９８５ ６６ ９１９ ０．９２ ０．８７４．８２ ０．６８ 釘、びょう、波釘、また釘 鉄鋼製品

１ ７３１８ １，４６８ １，５２８ ‐６０ ０．３５‐０．０２０．６７ ０．７５ ねじ、ボルト、ナット、リベット等 鉄鋼製品

１ ７３２３ １，８８９ ７３９ １，１５０ ０．７９ ０．４４２．９８ ０．５２ 食卓・台所用品 鉄鋼製品

１ ７３２５ ５，５０６ ２４９ ５，２５７ ０．４０ ０．９１１．８２ ３．２９ 其の他鋳物用品 鋼管類

２ ７２０８ ６１，３１２ ５１，７３４ ９，５７７‐０．０４ ０．０８２．９５ ３．１７ 重厚板・熱延鋼板（広幅） 板類

２ ７３０９ ７０４ ７４７ ‐４３ ０．２５‐０．０３１．００ １．５８ 各種材料用の貯蔵槽・タンク等（小） 鉄鋼製品

２ ７３１４ ６２８ ５５６ ７２ ０．１９ ０．０６０．６３ １．７１ ワイヤクロス、ワイヤグリル、網・柵等 鉄鋼製品

２ ７３２２ １２２ １０７ １５‐０．２４ ０．０７０．１０ １．９３ セントラルヒーティング用のラジエーター等 鉄鋼製品

３ ７２０６ ２５２ ９９７ ‐７４５‐０．８０‐０．６００．４１ ７．３４ 鉄塊、卑合金鋼（７２０３を除く） 素材類

３ ７２１１ ５２４ ３，３１７ ‐２，７９３ ０．０２‐０．７３０．６５ ０．７８ 熱延冷延鋼板（狭幅） 板類

３ ７２２４ ２５ １，４２０ ‐１，３９６‐０．９７‐０．９７０．０１ ５．８５ インゴットその他の一次形状の物 素材類

資料：UN COMTRADEのデータを利用して筆者が計算。
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は主に競争力優位品目（絶対優位；５６．３％、優

位；２９．６％）が輸出されている。また総輸出２７

億６３１万ドルの中で、板類が６４．６％、鉄鋼製品

が１２．２％、棒形鋼類が１０．０％輸出されていて板

表６ １９９５年度競争力劣位品目 （単位：１万ドル）

品目
群

HS
９２

対日本
輸出

対日本
輸入

貿易
収支

対世界
TSI

対日
TSI

対世界
RCA

対日本
RCA

品目名
用度別
分類

４ ７２０２ ６１ １，２１８ ‐１，１５７‐０．９７‐０．９１０．０４ ０．６６ Ferro Alloys 素材類

４ ７２０４ １，７０５ ７，５５２ ‐５，８４８‐０．９６‐０．６３０．１０ ６．４２ 古鉄及び再溶解用のインゴット 素材類

４ ７２０５ ９８ ７１７ ‐６２０‐０．７７‐０．７６０．２９ ２．０８ 鉄鋼の粒と粉 素材類

４ ７２１２ ４５２ １，４９９ ‐１，０４７‐０．６１‐０．５４１．５７ ０．４１ 鍍金鋼板（狭幅） 板類

４ ７２１４ ９９５ １，０７７ ‐８２‐０．２１‐０．０４０．６２ ０．８９ その他の棒（少し加工） 棒形鋼類

４ ７２１５ １０２ ９９７ ‐８９６‐０．１３‐０．８２０．３５ ０．６３ 其の他の棒 棒形鋼類

４ ７２１９ ４，２９１ ４１，２６２‐３６，９７１‐０．１９‐０．８１１．３７ ０．７１ STS鋼の熱間圧延鋼板（広幅） 板類

４ ７２２０ ２１ ５，６５６ ‐５，６３５‐０．４４‐０．９９０．４１ ０．０６ STS鋼の熱間圧延鋼板（狭幅） 板類

４ ７２２１ １，２４４ ３，２６６ ‐２，０２２ ０．１８‐０．４５２．５０ １．４９ STS鋼の棒 棒形鋼類

４ ７２２２ ６５９ １，４４５ ‐７８６ ０．６０‐０．３７１．７４ ０．５０ STS鋼の其の他棒および形鋼 棒形鋼類

４ ７２２６ ２１５ ３，９２９ ‐３，７１３‐０．５５‐０．９００．５５ ０．８２ ケイ素電気鋼の鋼板（狭幅） 板類

４ ７２２７ １ ８７９ ‐８７９‐０．７９‐１．０００．０９ ０．０３ 其の他合金鋼の棒１ 棒形鋼類

４ ７２２８ ５５１ ４，６９６ ‐４，１４５‐０．５３‐０．７９０．２２ ２．１７ 其の他合金鋼の其の他棒・形鋼 棒形鋼類

４ ７３０２ ２５２ １，１４５ ‐８９３ ０．１４‐０．６４０．７６ ０．８３ 軌条 棒形鋼類

４ ７３０４ ５５９ ２１，１１５‐２０，５５６‐０．８０‐０．９５０．１９ ０．９８ 鋼管（seamless） 鋼管類

４ ７３０５ ２７０ ７５２ ‐４８２ ０．５４‐０．４７０．９０ ０．３９ その他の管（円形、広幅） 鋼管類

４ ７３０７ ２，３５８ ２，７４１ ‐３８３‐０．１１‐０．０８０．７５ １．８５ 管用継手 鋼管類

４ ７３１１ ７４０ ８９５ ‐１５５ ０．０５‐０．０９２．０７ １．０１ 容器（圧縮または液化ガス用のもの） 鉄鋼製品

４ ７３１６ １ ６ ‐５‐０．１１‐０．８００．５７ ０．０４ アンカーとその部分品 鉄鋼製品

４ ７３１９ ９４ ２３０ ‐１３６‐０．１９‐０．４２０．８８ １．７８ 安全ピン、手縫針、手編針等 鉄鋼製品

４ ７３２１ ２１２ １，０６２ ‐８５０ ０．０４‐０．６７０．６６ ０．３７ ストーブ、レンジ、炉、調理用加熱器等 鉄鋼製品

４ ７３２４ ９８ ３３９ ‐２４１ ０．３９‐０．５５０．９４ ０．３４ 衛生用品とその部分品 鉄鋼製品

４ ７３２６ ４，１５９ ６，１０２ ‐１，９４３‐０．１６‐０．１９０．５５ ２．１５ 其の他製品 鉄鋼製品

５ ７２０１ ２５ ４，７２３ ‐４，６９８‐１．００‐０．９９０．０１ ３．４０ 銑鉄およびスビーゲル 素材類

５ ７２０３ ０ １３ ‐１３‐１．００‐１．０００．００ ０．００ 直接還元鉄 素材類

５ ７２０７ ５，４６２ ２，８４５ ２，６１７‐０．７４ ０．３２０．６９ ３．１８ 鉄或いは非合金鋼の半製品 素材類

５ ７２１３ ３，１２１ ６，８２４ ‐３，７０３‐０．６１‐０．３７０．５０ ３．８５ 棒（熱延圧延したもの） 棒形鋼類

５ ７２１６ ５２２ １７，２３０‐１６，７０８‐０．４３‐０．９４０．９７ ０．２３ 形鋼 棒形鋼類

５ ７２１８ １９ ２，１６１ ‐２，１４２‐０．９６‐０．９８０．０５ ０．４７ STS鋼の一次形状と半製品 素材類

５ ７２２５ ７０８ ９，５５０ ‐８，８４２‐０．６７‐０．８６０．２７ １．８３ ケイ素電気鋼の鋼板（広幅） 板類

５ ７３１５ ７４ １，０７３ ‐９９９‐０．３６‐０．８７０．３２ ０．３７ 鎖及びその部分品 鉄鋼製品

５ ７３２０ ５９ １，２９５ ‐１，２３６‐０．６１‐０．９１０．１２ ０．６１ ばね及びばね板 鉄鋼製品

資料：UN COMTRADEのデータを利用して筆者が計算。
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類の輸出が半分以上を占めている。そして板類

の輸出額、１３億７００９万ドルの中で競争力優位品

目が９５％以上を占めている。鉄鋼製品の場合

は、輸出額２億５８３９万ドルの中で競争力優位品

目が約８０％、劣位品目が２０％を占めている。し

かし棒形鋼類の場合、輸出（２億１１５１万ドル）

表７ １９９５年度競争力別品目数の現況

年度
�競争力
絶対優位

�競争力
優位

�＋� �競争的 �競争力
劣位

�競争力
絶対劣位

�＋� 合計

素材類 ０ ０ ０ ２ ３ ４ ７ ９
板類 ２ １ ３ １ ４ １ ５ ９
棒形鋼類 ４ ０ ４ ０ ７ ２ ９ １３
鋼管類 ３ ０ ３ ０ ３ ０ ３ ６
鉄鋼製品 ７ ３ １０ ０ ６ ２ ８ １８

合計 １６ ４ ２０ ３ ２３ ９ ３２ ５５

資料：〈表５〉および〈表６〉より作成。

表８ 品目別輸出およびその比重（１９９５年度）
（単位：上段；１万ドル、下段２行；％）

競争力
絶対優位

競争力
優位

競争的
（均衡）

競争力
劣位

競争力
絶対劣位

合計

素材類

０ ０ ２７７ １，８６３ ５，５０７ ７，６４６

０．０ ０．０ ３．６ ２４．４ ７２．０ １００．０

０．０ ０．０ ３４．６ ９．７ ５５．１ ３．６

板類

６９，４８６ ６１，３１２ ５２４ ４，９７９ ７０８ １３７，００９

５０．７ ４４．８ ０．４ ３．６ ０．５ １００．０

５８．１ ９７．７ ６５．４ ２６．０ ７．１ ６４．６

棒形鋼類

１３，７０５ ０ ０ ３，８０４ ３，６４２ ２１，１５１

６４．８ ０．０ ０．０ １８．０ １７．２ １００．０

１１．５ ０．０ ０．０ １９．９ ３６．５ １０．０

鋼管類

１７，３８６ ０ ０ ３，１８７ ０ ２０，５７３

８４．５ ０．０ ０．０ １５．５ ０．０ １００．０

０．１ ０．０ ０．０ ０．２ ０．０ ０．１

鉄鋼製品

１８，９４９ １，４５３ ０ ５，３０４ １３３ ２５，８３９

７３．３ ５．６ ０．０ ２０．５ ０．５ １００．０

１５．９ ２．３ ０．０ ２７．７ １．３ １２．２

合計

１１９，５２６ ６２，７６５ ８０１ １９，１３７ ９，９９０ ２１２，２１８

５６．３ ２９．６ ０．４ ９．０ ４．７ １００．０

１００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

資料：〈表５〉および〈表６〉より作成。
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の中で、競争力優位品目が約６５％、劣位品目が

３５％を占めている。ほとんど競争力劣位品が輸

出されている素材類を除いて全体的に競争力優

位品目が主に輸出されている。

続いて〈表９〉が示すように品目別輸入の特

徴を見ると、まず、鉄鋼製品の輸入は競争力劣

位品目だけではなく、競争力優位品目も多く輸

入されている。鉄鋼産業総輸入、２７億６３１万ド

ルの中で競争力劣位品目が５７％、競争力優位品

目が約４０％を占めている。また総輸入の中で、

板類が５６．９％、棒形鋼類が１５．２％、鋼管類が

１１．４％、鉄鋼製品が８．５％、素材類が８．０％を占

めて、主に板類と棒形鋼類、鋼管類が多く輸入

されている。そして板類と鉄鋼製品は競争力劣

位品目だけではなく、優位品目も多く輸入され

ている。板類の輸入の中で競争力劣位品目が

４０％ほど、優位品目が約６０％を占めている。ま

た鉄鋼製品は競争力劣位品目と優位品目が各々

５０％ほど輸入されている。しかし他の鉄鋼製品

の場合は競争力劣位品目が多く輸入されてい

る。

以上、鉄鋼産業の輸出および輸入の特徴をみ

たが、輸出は主に板類と鉄鋼製品、棒形鋼類が

輸出され、輸入は主に板類と棒形鋼類、鋼管類

が輸入されている。そして輸出は主に競争力優

位品目が輸出されているが、輸入の場合は競争

表９ 品目別輸入およびその比重（１９９５年度）
（単位：上段；１万ドル、下段２行；％）

競争力
絶対優位

競争力
優位

競争的
（均衡）

競争力
劣位

競争力
絶対劣位

合計

素材類

０ ０ ２，４１７ ９，４８７ ９，７４１ ２１，６４６

０．０ ０．０ １１．２ ４３．８ ４５．０ １００．０

０．０ ０．０ ４２．２ ８．７ ２１．３ ８．０

板類

３６，９８８ ５１，７３４ ３，３１７ ５２，３４７ ９，５５０ １５３，９３７

２４．０ ３３．６ ２．２ ３４．０ ６．２ １００．０

６４．４ ９７．３ ５７．８ ４８．２ ２０．９ ５６．９

棒形鋼類

３，５９５ ０ ０ １３，５０７ ２４，０５４ ４１，１５６

８．７ ０．０ ０．０ ３２．８ ５８．４ １００．０

６．３ ０．０ ０．０ １２．４ ５２．６ １５．２

鋼管類

６，２７６ ０ ０ ２４，６０８ ０ ３０，８８４

２０．３ ０．０ ０．０ ７９．７ ０．０ １００．０

１０．９ ０．０ ０．０ ２２．７ ０．０ １１．４

鉄鋼製品

１０，５９９ １，４０９ ０ ８，６３３ ２，３６８ ２３，００９

４６．１ ６．１ ０．０ ３７．５ １０．３ １００．０

１８．４ ２．７ ０．０ ８．０ ５．２ ８．５

合計

５７，４５８ ５３，１４４ ５，７３５ １０８，５８２ ４５，７１３ ２７０，６３１

２１．２ １９．６ ２．１ ４０．１ １６．９ １００．０

１００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

資料：〈表５〉および〈表６〉より作成。
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力劣位品目だけではなく、優位品目もかなり大

きい比重で輸入されている。特に板類と鉄鋼製

品の場合がそうである。これは韓国国内におけ

る板類や鉄鋼製品の一部品目の供給不足、つま

り需給が不均衡であることを物語っている。

以上の１９９５年韓国鉄鋼産業の対日本競争力に

関する品目別競争力および鉄鋼産業の輸出入の

分析に基づいて１９９５年の韓国鉄鋼産業の競争力

を考えると、鉄鋼製品を除いて全体的に日本に

対して競争力劣位に置かれている。特に板類と

素材類、そして棒形鋼類において競争力が劣る。

３．韓国鉄鋼産業の品目別對日本競争力

（２００９年）

まず、〈表１０〉でみるように競争力優位品目

（第１品目＋第２品目）には、板類の７２０９（冷

間圧延鋼板－広幅）、７２１０（鍍金鋼板－広幅）、

７２１１（熱延冷延鋼板－狭幅）など、棒形鋼類の

７２１７（線）、７２２３（STSの線）、７２２９（その他合

金鋼の線）など、鋼管類の７３０６（電気溶接鋼管）、

７３０７（管用継手）、７３２５（その他鋳物用品）な

ど、その他の鉄鋼製品である７３１０（各種材料用

の貯蔵貯蔵槽・タンク）、７３１１（圧縮または液

化ガス用の容器）、７３０８（構造物とその部分品）、

７３２６（其の他製品）などの２５品目がランクされ

ている。この中で貿易黒字が１０００万ドル以上ま

たは１０００ドルに近い品目を貿易収支の大きい順

に並べると、７２０９、７２０８、７２１７、７３２６、７３１２、

７３２５、７３０７、７３０６、７２２９、７２２３、７３１１、７３１０で

ある。さらにこの中で貿易黒字が５０００万ドル以

上なのは７２０９、７２０８、７２１７、７３２６、７３１２、７３２５

で、７３２６は７０００ドル以上、７２０８と７２１７は１億ド

ル以上、７２０９は２億以上の黒字を出している。

これらの品目が特に日本に対して競争力優位に

ある。ところが、貿易赤字の大きい７２１０（鍍金

鋼板－広幅）が競争力優位に入っているのは対

世界競争力（TSI、RCA）が強く、将来の成長

可能性が考慮されたからである。

そして競争的な「第３品目」に素材類と棒形

鋼類の４品目が入っているが、すべて貿易赤字

で対世界あるいは對日本のどちらかの競争力が

強いために第３品目に分類されている。

次に、〈表１１〉は対日本競争力が弱い劣位品

目を表している。まず、競争力劣位品目（第４

品目＋第５品目）は２６の品目だが、これには素

材類の７２０４（古鉄及び再溶解用のインゴット）、

７２０５（鉄の粒と粉）、７２０７（鉄・非合金鋼の半

製品）、７２２４（インゴット・その他の一次形状

の物）など、板類の７２０８（重厚版・熱延鋼板－

広幅）、７２２６（ケイ素電気鋼の鋼板－狭幅）、７２１２

（鍍金鋼板－狭幅）、７２１９（STSの熱間圧延鋼

板－広幅）、７２２５（ケイ素電気鋼の鋼板―広幅）

など、棒形鋼類の７２１３（棒－熱延圧延した物）、

７２１４（その他の棒－若干加工）、７２１６（形鋼）、

７２２７（その他合金鋼の棒）、７２２８（その他合金

鋼の其の他棒・形鋼）、７２１５（其の他の棒）な

ど、鋼管類の７３０４（seamless鋼管）、そして鉄

鋼製品の７３１５（鎖及びその部分品）、７３１９（安

全ピン、手縫針、手編針等）などがランクされ

ている。この中で貿易赤字が１０００万ドル以上な

のは、７２２８、７２１３、７２２４、７２０５、７３１５、７２１２で、

赤字が５０００万ドル以上なのは、７２２７、７２２５、

７２２６、また赤字が２億ドルに近い物は７２１４と

７２１９であり、赤字が３億５０００万ドル以上なのは

７３０４と７２１６である。さらに７２０７と７２０４は貿易赤

字が１１億以上、７２０８は３３億以上を記録してい

る。特にこれらの鉄鋼品目において韓国は競争

力劣位に置かれている。

そして〈表１２〉で示すように競争力優位品目

は、１９９５年より板類と鋼管類は１品目増えて板

類が４、鋼管類が４で、棒形鋼類は１９９５年と同

じく４品目、そして鉄鋼製品は３品目増えて１３
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品目であり、全体的には５品目増えて２５品目が

競争力優位にある。これに対して競争力劣位品

目は、素材類と板類は１９９５年と同じく、７、５、

棒形鋼類と鋼管類は１品目減って８、２、そし

て鉄鋼製品は１９９５年より４品目減って４品目で

あり、全体的には６品目減って２６品目が競争力

劣位にある。品目数でみた場合、１９９５年より競

争力は徐々に上昇してきているように見える。

特に鉄鋼製品は１８品目の中で１０品目を占めて相

対的に競争力が強い。また鋼管類は６品目の中

表１０ ２００９年度競争力（絶対）優位品目 （単位：１万ドル）

品目
群

HS
９２

対日本
輸出

対日本
輸入

貿易
収支

対世界
TSI

対日
TSI

対世界
RCA

対日本
RCA

品目名
用度別
分類

１ ７２０９ ３１，００１ ８，８８０ ２２，１２１ ０．９０ ０．５５６．０７ ２．１１ 冷間圧延鋼板（広幅） 板類

１ ７２１０ １９，１３４ ２５，２２９ ‐６，０９５ ０．８０‐０．１４３．６２ ０．９４ 鍍金鋼板（広幅） 板類

１ ７２１１ ７１８ ６８２ ３６ ０．６７ ０．０３１．３８ ０．８４ 熱延冷延鋼板（狭幅） 板類

１ ７２１７ １０，８２３ ６３１ １０，１９１ ０．６２ ０．８９２．５５ ４．８６ 線 棒形鋼類

１ ７２２０ １，２７９ ２，２２２ ‐９４２ ０．３４‐０．２７１．６６ １．２５ STS鋼の熱間圧延鋼板（狭幅） 板類

１ ７２２３ ２，８３０ ７９０ ２，０３９ ０．５４ ０．５６３．６６ ３．４２ STS鋼の線 棒形鋼類

１ ７２２９ ４，５６２ １，６２３ ２，９３９ ０．５３ ０．４８３．２８ ６．０９ その他合金鋼の線 棒形鋼類

１ ７３０１ ６１７ ７０７ ‐９０ ０．８４‐０．０７３．０２ ０．６９ 鋼矢板、溶接形鋼 棒形鋼類

１ ７３０５ ３６７ ２１４ １５２ ０．９３ ０．２６０．９７ ０．１５ その他の管（円形、広幅） 鋼管類

１ ７３０６ ４，９８５ １，３１５ ３，６７０ ０．７６ ０．５８１．５８ １．１３ 電気溶接鋼管 鋼管類

１ ７３０７ ５，２６３ １，５１２ ３，７５１ ０．３７ ０．５５１．９８ １．１２ 管用継手 鋼管類

１ ７３１０ ２，９２４ １，９４６ ９７８ ０．０５ ０．２００．５０ ７．０４ 各種材料用の貯蔵槽・タンク等（大） 鉄鋼製品

１ ７３１１ ６，９８８ ５，００３ １，９８４ ０．０９ ０．１７２．４５ ５．５８ 容器（圧縮または液化ガス用のもの） 鉄鋼製品

１ ７３１２ ７，４８９ １，９８６ ５，５０３ ０．５２ ０．５８３．５１ ２．３８ より線、ロープ、ケーブル等（電気絶縁除外） 鉄鋼製品

１ ７３２１ ６９２ ５３０ １６２ ０．４０ ０．１３０．３４ １．６６ ストーブ、レンジ、炉、調理用加熱器等 鉄鋼製品

１ ７３２２ ３０ １７ １３ ０．６８ ０．２８０．２６ ０．２１ セントラルヒーティング用のラジエーター等 鉄鋼製品

１ ７３２５ ６，２７５ １，２１２ ５，０６３ ０．１４ ０．６８１．２６ ５．５４ 其の他鋳物用品 鋼管類

１ ７３２６ ２８，９１６ ２１，４２８ ７，４８８‐０．１３ ０．１５１．０７ ５．１５ 其の他製品 鉄鋼製品

２ ７３０８ １３，２８６ ７５３ １２，５３３ ０．１８ ０．８９２．１８ ０．８８ 構造物とその部分品 鉄鋼製品

２ ７３１３ ５ １ ５‐０．２１ ０．７６０．０８ ２．１５ 有刺線、帯、平線等 鉄鋼製品

２ ７３１６ ２２ １１ １１‐０．６４ ０．３３０．４９ ０．８９ アンカーとその部分品 鉄鋼製品

２ ７３１７ ８８ ２２ ６６ ０．１８ ０．６００．６７ ０．４２ 釘、びょう、波釘、また釘 鉄鋼製品

２ ７３１８ ２，５８５ ２，３６５ ２２０‐０．０９ ０．０４０．４４ １．７７ ねじ、ボルト、ナット、リベット等 鉄鋼製品

２ ７３２３ ７４６ ３６２ ３８５‐０．４５ ０．３５０．２２ ２．８３ 食卓、台所用品 鉄鋼製品

２ ７３２４ ２９３ １４５ １４８‐０．１３ ０．３４０．３０ ２．７２ 衛生用品とその部分品 鉄鋼製品

３ ７２０１ ４４２ ３，０７８ ‐２，６３６‐０．９７‐０．７５０．０４１４．１４ 銑鉄およびスピーゲル 素材類

３ ７２０２ ８，２７１ １１，９６７ ‐３，６９６‐０．６４‐０．１８０．６１ ４．７５ Ferro Alloys 素材類

３ ７２２１ １，１７５ ３，５１１ ‐２，３３６ ０．１２‐０．５０４．２３ １．７３ STS鋼の棒 棒形鋼類

３ ７３０９ ９５１ ２１，５６０‐２０，６０９ ０．４１‐０．９２６．００ ０．２５ 各種材料用の貯蔵槽・タンク等（小） 鉄鋼製品

資料：UN COMTRADEのデータを利用して筆者が計算。
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で３品目を占めて競争的である。ほかの鉄鋼類

は相対的に日本に対して競争力が弱いといえよ

う。

続いて品目別輸出とその特徴をみよう。〈表

１３〉でみるように２００９年韓国鉄鋼産業の対日総

輸出は２５億２７１１万ドルで、その中で競争力優位

（競争力絶対優位＋競争力優位）品目の輸出が

約６０％で、競争力劣位（競争力絶対劣位＋競争

力劣位）品目が約４０％を占めている。また総輸

出の中で４６．３％が板類、２６．１％が鉄鋼製品、

１３．２％が棒形鋼類で、素材類と鋼管類の輸出は

７％ほどを占めている。輸出比重が一番大きい

板類の輸出は１１億６９５１万ドルで、競争力優位品

目が約４５％、劣位品目が約５６％を占めている。

表１１ ２００９年度競争力（絶対）劣位品目 （単位：１万ドル）

品目
群

HS
９２

対日本
輸出

対日本
輸入

貿易
収支

対世界
TSI

対日
TSI

対世界
RCA

対日本
RCA

品目名
用度別
分類

４ ７２０３ ０ ７５ ‐７５‐１．００‐１．０００．０１ ０．００ 直接還元鉄 素材類

４ ７２０４ ８，１１９１２０，８１２‐１１２，６９３‐０．７３‐０．８７０．４５ ３．３０ 古鉄及び再溶解用のインゴット 素材類

４ ７２０５ ６２６ ２，３０５ ‐１，６７９‐０．７２‐０．５７０．５８ ７．０３ 鉄鋼の粒と粉 素材類

４ ７２０６ ２４４ １８６ ５８‐０．６９ ０．１３０．４３１１．１６ 鉄塊、卑合金鋼（７２０３を除く） 素材類

４ ７２０７ ６０５１２０，４１７‐１１９，８１２‐０．９０‐０．９９０．２１ ０．７４ 鉄或いは非合金鋼の半製品 素材類

４ ７２１２ ５６８ １，９３２ ‐１，３６４ ０．６４‐０．５５１．９３ ０．５１ 鍍金鋼板（狭幅） 板類

４ ７２１３ ６，２９５ １０，７９６ ‐４，５０２‐０．０３‐０．２６１．４４ ３．２２ 棒（熱延圧延したもの） 棒形鋼類

４ ７２１４ ８７９ １９，２７３ ‐１８，３９４‐０．０６‐０．９１０．９９ ０．３７ その他の棒（少し加工） 棒形鋼類

４ ７２１６ ２，５８５ ３５，８９４ ‐３３，３０９ ０．１１‐０．８７２．７０ ０．５４ 形鋼 棒形鋼類

４ ７２１８ ２６１ １ ２６０‐０．４８ ０．９９０．２８ ４．４５ STS鋼の一次形状と半製品 素材類

４ ７２１９ ２０，２５５ ３８，１６７ ‐１７，９１３ ０．１５‐０．３１２．９０ ２．２２ STS鋼の熱間圧延鋼板（広幅） 板類

４ ７２２４ ６ ３，５１３ ‐３，５０８‐０．７９‐１．０００．１２ ０．１７ インゴットその他の一次形状の物 素材類

４ ７２２５ １，２８６ ７，７３７ ‐６，４５１ ０．５９‐０．７２１．４５ ０．２７ ケイ素電気鋼の鋼板（広幅） 板類

４ ７２２７ ９７１ ６，２６２ ‐５，２９１‐０．４０‐０．７３０．７５ ３．７１ 其の他合金鋼の棒１ 棒形鋼類

４ ７２２８ ４６１ ５，１８２ ‐４，７２１‐０．１６‐０．８４０．７３ ０．５７ 其の他合金鋼の其の他棒・形鋼 棒形鋼類

４ ７３０２ ２０３ ５３２ ‐３２９ ０．１８‐０．４５０．９１ ０．３５ 軌条 棒形鋼類

４ ７３０３ ５ １２ ‐７‐０．５０‐０．４３０．０８ ０．２３ 鋳鉄管 鋼管類

４ ７３１４ ９０ ６３１ ‐５４１‐０．２８‐０．７５０．１３ １．１８ ワイヤクロス、ワイヤグリル、網・柵等 鉄鋼製品

４ ７３２０ ４２１ ８３８ ‐４１７‐０．１８‐０．３３０．３５ １．６５ ばね及びばね板 鉄鋼製品

５ ７２０８ ４２，５８７３７４，０６８‐３３１，４８２‐０．３６‐０．８０２．８０ ２．１２ 重厚板・熱延鋼板（広幅） 板類

５ ７２１５ ４２ ７２７ ‐６８４‐０．４４‐０．８９０．６０ ０．２５ 其の他の棒 棒形鋼類

５ ７２２２ １，９４５ ２，２９３ ‐３４８‐０．４７‐０．０８０．４３ ６．９６ STS鋼の其の他棒および形鋼 棒形鋼類

５ ７２２６ １２４ ６，９０５ ‐６，７８１‐０．５４‐０．９６０．８０ ０．４０ ケイ素電気鋼の鋼板（狭幅） 板類

５ ７３０４ １，０００ ３６，１１４ ‐３５，１１５‐０．６２‐０．９５０．３０ ０．６９ 鋼管（seamless） 鋼管類

５ ７３１５ ３０１ １，８１５ ‐１，５１４‐０．５６‐０．７２０．２６ ２．０１ 鎖及びその部分品 鉄鋼製品

５ ７３１９ ７６ ２２３ ‐１４７‐０．５２‐０．４９０．８８ １．８７ 安全ピン、手縫針、手編針等 鉄鋼製品

資料：UN COMTRADEのデータを利用して筆者が計算。
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次に輸出比重の大きい鉄鋼製品の輸出は６億

５９０３万ドルで、ほとんど競争力優位品目が輸出

されている。また鋼管類（輸出額；１億７８９４万

ドル）も鉄鋼製品と同じくほとんど競争力優位

にある品目が輸出されている。そして三番目に

輸出比重の大きい棒形鋼類（輸出；３億３３８８万

表１２ ２００９年度競争力別品目数の現況

年度
�競争力
絶対優位

�競争力
優位

�＋� �競争的 �競争力
劣位

�競争力
絶対劣位

�＋� 合計

素材類 ０ ０ ０ ２ ７ ０ ７ ９
板類 ４ ０ ４ ０ ３ ２ ５ ９
棒形鋼類 ４ ０ ４ １ ６ ２ ８ １３
鋼管類 ４ ０ ４ ０ １ １ ２ ６
鉄鋼製品 ６ ７ １３ １ ２ ２ ４ １８

合計 １８ ７ ２５ ４ １９ ７ ２６ ５５

資料：〈表１０〉および〈表１１〉より作成。

表１３ 品目別輸出およびその比重（２００９年度）
（単位：上段；１万ドル、下段２行；％）

競争力
絶対優位

競争力優位
競争的
（均衡）

競争力
劣位

競争力
絶対劣位

合計

素材類

０ ０ ８，７１３ ９，８６２ ０ １８，５７５

０．０ ０．０ ４６．９ ５３．１ ０．０ １００．０

０．０ ０．０ ８０．４ ２２．５ ０．０ ７．４

板類

５２，１３２ ０ ０ ２２，１０８ ４２，７１１ １１６，９５１

４４．６ ０．０ ０．０ １８．９ ３６．５ １００．０

３８．６ ０．０ ０．０ ５０．４ ９２．７ ４６．３

棒形鋼類

１８，８３１ ０ １，１７５ １１，３９４ １，９８８ ３３，３８８

５６．４ ０．０ ３．５ ３４．１ ６．０ １００．０

１４．０ ０．０ １０．８ ２６．０ ４．３ １３．２

鋼管類

１６，８９０ ０ ０ ５ １，０００ １７，８９４

９４．４ ０．０ ０．０ ０．０ ５．６ １００．０

１２．５ ０．０ ０．０ ０．０ ２．２ ７．１

鉄鋼製品

４７，０３８ １７，０２６ ９５１ ５１１ ３７７ ６５，９０３

７１．４ ２５．８ １．４ ０．８ ０．６ １００．０

３４．９ １００．０ ８０．８ １．２ ０．８ ２６．１

合計

１３４，８９１ １７，０２６ １０，８３９ ４３，８８０ ４６，０７５ ２５２，７１１

５３．４ ６．７ ４．３ １７．４ １８．２ １００．０

１００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

資料：〈表１０〉および〈表１１〉より作成。
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ドル）の場合、競争力優位品目が約５７％、劣位

品目が４０％ほど輸出されている。

そして〈表１４〉が示すように鉄鋼産業総輸入

（９１億６４１４万ドル）の中で競争力の弱い品目は

約９０％輸入されている。また総輸入の中で板類

が５０．８％、素材類が２８．６％、棒形鋼類が９．６％

を占めている。これら品目の輸入はほとんど競

争力劣位品目であり、うえの分析において競争

力が弱い品目であった。またこれらの品目は鉄

鋼産業の総貿易赤字（６６億３７０４万ドル）におい

てこの位の大きさでこの順番で赤字が大きい。

そしてうえの分析で競争力の強い鉄鋼製品の場

合、競争力劣位品目の輸入はわずかで強い品目

の輸入が約６０％を占めている。すなわち鉄鋼製

品は競争力優位品目を輸出しまた輸入してい

る。

以上の輸出入を整理すると、鉄鋼産業の輸出

は競争力優位品目だけではなく競争力劣位品目

も４０％ほど輸出されているが、輸入の場合は主

に競争力の弱い品目が輸入されている。また板

類と鉄鋼製品、棒形鋼類が主に輸出され、板類

と素材類、棒形鋼類が主に輸入されている。そ

してこれらの主な輸出品目は競争力優位品目だ

けではなく競争力劣位品目も輸出されている

が、板類と棒形鋼類は主に競争力劣位品目が輸

入され、素材類は競争力劣位品目と競争的な品

表１４ 品目別輸入およびその比重（２００９年度）
（単位：上段；１万ドル、下段２行；％）

競争力
絶対優位

競争力優位
競争的
（均衡）

競争力
劣位

競争力
絶対劣位

合計

素材類

０ ０ １５，０４５ ２４７，３１０ ０ ２６２，３５５

０．０ ０．０ ５．７ ９４．３ ０．０ １００．０

０．０ ０．０ ３７．５ ６６．０ ０．０ ２８．６

板類

３７，０１３ ０ ０ ４７，８３６ ３８０，９７４ ４６５，８２２

７．９ ０．０ ０．０ １０．３ ８１．８ １００．０

４８．７ ０．０ ０．０ １２．８ ９０．２ ５０．８

棒形鋼類

３，７５２ ０ ３，５１１ ７７，９３９ ３，０２０ ８８，２２２

４．３ ０．０ ４．０ ８８．３ ３．４ １００．０

４．９ ０．０ ８．８ ２０．８ ０．７ ９．６

鋼管類

４，２５３ ０ ０ １２ ３６，１１４ ４０，３８０

１０．５ ０．０ ０．０ ０．０ ８９．４ １００．０

５．６ ０．０ ０．０ ０．０ ８．６ ４．４

鉄鋼製品

３０，９１０ ３，６５８ ２１，５６０ １，４６９ ２，０３９ ５９，６３６

５１．８ ６．１ ３６．２ ２．５ ３．４ １００．０

４０．７ １００．０ ５３．７ ０．４ ０．５ ６．５

合計

７５，９２８ ３，６５８ ４０，１１６ ３７４，５６７ ４２２，１４６ ９１６，４１４

８．３ ０．４ ４．４ ４０．９ ４６．１ １００．０

１００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

資料：〈表１０〉および〈表１１〉より作成。
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目が輸入されている。

以上の２００９年韓国鉄鋼産業の対日本競争力に

関する品目別競争力および鉄鋼産業の輸出入の

分析に基づいて韓国鉄鋼産業の競争力を考える

と、鉄鋼製品と鋼管類を除いて全体的に日本に

対して競争力劣位に置かれている。特に板類と

素材類、そして棒形鋼類において競争力が劣る。

４．品目別競争力の変化推移

〈表１５〉は１９９５年から２００９年へと競争力の変

化の推移を示している。鉄鋼製品と鋼管類の場

合は、２００９年現在１９９５年の競争力劣位から８品

目が競争力優位に転換して相対的に日本に対し

て競争力優位にある。しかし素材類と棒形鋼類

はほとんど変化がなく日本に対して競争力劣位

に置かれている。また板類も２品目が競争力優

位に変わったが、１品目は競争力劣位に転落

し、依然として競争力は弱い。

そして品目数では板類と棒形鋼類の場合、競

争力優位にある品目もかなりあるが、韓国鉄鋼

品目の輸出入単価比を計算してみると、鉄鋼産

業全体が２．８倍で、素材類が２．８、板類が２．２、

棒形鋼類が１．６、鋼管類が１．８、そして鉄鋼製品

が３．４倍であり、板類や棒形鋼類のみならず、

競争力優位にあると判断される鉄鋼製品や鋼管

類さえも輸出入単価差が大きい。これは鉄鋼産

業全体において韓国は相対的に品質の劣る安い

品目を日本に輸出し、日本からは品質の優る高

い品目を輸入していることを示している。以上

のように確かに韓国鉄鋼産業は去る１４年の間に

表１５ 品目別競争力の変化推移

１９９５→２００９ 素材類 板類 棒形鋼類 鋼管類 鉄鋼製品

絶対優位優位
→

絶対優位優位
７２０９ ７２１０

７２１７ ７２２３ ７２２９
７３０１

７３０６ ７３２５
７３１０ ７３２２ ７３０８
７３１３ ７３１７ ７３１８

７３２３

絶対劣位劣位
→

絶対優位優位
７２２０ ７３０５ ７３０７

７３１１ ７３１２ ７３２１
７３２４ ７３２６ ７３１６

均衡→
絶対優位優位

７２１１

絶対劣位劣位
→

絶対劣位劣位

７２０３ ７２０４
７２０５ ７２０７
７２１８

７２１２ ７２１９
７２２５ ７２２６

７２１３ ７２１４ ７２１５
７２１６ ７２２２ ７２２７
７２２８ ７３０２

７３０４ ７３１５ ７３２０ ７３１９

絶対優位優位
→

絶対劣位劣位
７２０８ ７３０３ ７３１４

均衡→
絶対劣位劣位

７２０６ ７２２４

絶対優位優位
→均衡

７３０９

絶対劣位劣位
→均衡

７２０１ ７２０２ ７２２１

資料：〈表５、６〉、〈表１０、１１〉より作成。
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ある程度の技術や品質の向上による競争力の改

善はあったけれども依然として日本に対して競

争力が弱いとしかいえない。

�．おわりに

本稿では貿易特化係数および顕示比較優位指

数などの各種貿易競争力指数を援用した新しい

分析枠を用いて１９９５年から２００９年までの韓国鉄

鋼産業の対日競争力の変化について分析した。

その結果を纏めると次のようになる。

まず、第一に、韓国鉄鋼産業の日本との輸出

入の全体的な特徴は、去る１４年間對日本輸出は

年平均１．３％の低い伸び率で増加してきたが、

輸入は年平均７．０％の高い伸び率で増加してき

た結果、日本に対して研究期間中ずっと貿易赤

字を出しており、２００９年現在６６億３７００万ドルに

上る巨額の赤字を出している。

第二に、１９９５年韓国鉄鋼産業の輸出は主に板

類と鉄鋼製品、棒形鋼類が輸出され、輸入は主

に板類と棒形鋼類、鋼管類が輸入されていた。

また輸出は主に競争力優位品目が輸出されてい

たが、輸入の場合は競争力劣位品目だけではな

く、優位品目もかなり大きい比重で輸入され

た。特に板類と鉄鋼製品の場合がそうである。

第三に、２００９年韓国鉄鋼産業の輸出は板類と

鉄鋼製品、棒形鋼類が主に輸出されたが、輸入

は１９９５年度と違って板類と素材類、棒形鋼類が

主に輸入されている。また１９９５年度と違って輸

出は競争力優位品目だけではなく競争力劣位品

目も輸出されたが、輸入の場合は主に競争力の

弱い品目が輸入されている。

第四に、韓国鉄鋼産業の対日本競争力に関す

る品目別競争力および鉄鋼産業の輸出入の分析

に基づて１９９５年の韓国鉄鋼産業の競争力を考え

ると、鉄鋼製品を除いて全体的に日本に対して

競争力劣位に置かれている。特に板類と素材

類、そして棒形鋼類において競争力が劣る。そ

して１９９５年から１４年が経った２００９年度の韓国鉄

鋼産業の対日本競争力はほんとんど改善がな

く、鉄鋼製品と鋼管類を除いて全体的に日本に

対して競争力劣位に置かれている。特に板類と

素材類、そして棒形鋼類において競争力が劣

る。

第五に、２００９年韓国鉄鋼品目の対日本輸出入

単価比を計算してみると、平均２．８倍で、板類

や棒形鋼類のみならず、競争力優位にあると判

断される鉄鋼製品や鋼管類さえも輸出入単価差

が大きい。これは鉄鋼産業全体において韓国は

相対的に品質の劣る安い品目を日本に輸出し、

日本からは品質の優る高い品目を輸入している

ことを示している。

以上のように確かに韓国鉄鋼産業は去る１４年

の間にある程度の技術や品質の向上による競争

力の改善はあったけれども依然として日本に対

して競争力が弱いといえよう。

１）韓基早・金玲瑾（２００８）は「中国鉄鋼産業の対韓
国および対日本競争力分析」『Journal of the Korean
Data Analysis Society』第１０巻、第１B号、３７９‐３９７
ページにおいて、Im, Hye Joon（２００７）、「韓国鉄鋼
産業の対日本及び対中国競争力分析」『貿易學會
誌』第３２巻、第１号、韓国貿易学会、２６３‐２８２ペー
ジと Kim, Gene Uhc and Young Suhk Suh（２００６）、
「韓・中・日鉄鋼産業の競争力変化に関する研究」
『国際通商研究』第１１巻、第１号、韓国国際通商学
会、１‐２４ページによる貿易特化係数および顕示比
較優位指数を用いた輸出競争力の分析方法を修正し
て新たな分析モデルを提示した。
２）こういう分類は、奥村和久（１９９６）が「日本の対
世界貿易―高度成長終焉後の日本貿易構造の変貌�
―」『経済論集』龍谷大学経済学会、第３３巻第１号
で、国際分業を輸出特化型垂直分業、黒字基調水平
分業、均衡、赤字基調水平分業、輸入特化型垂直分
業に分けたのを援用して、競争力絶対優位、競争力
優位、競争的（均衡）、競争力劣位、競争力絶対劣
位に分けたものである。
３）本稿では紙面の制約上韓日鉄鋼産業の貿易の特徴

注
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を簡略に述べておきたい。１９８５年から２００９年まで世
界の粗鋼生産の年平均伸び率は２．２％で、韓国と中
国は各 ５々．５％と１１．０％と高いが、日本は同期間に
－０．８％と粗鋼生産が減少趨勢にある。また２００９年
世界粗鋼生産に占める比重も同期間に日本は１４．６％
から７．２％に下落したが、韓国と中国は各 １々．９％か
ら４．０％、６．５％から４６．６％と増加した。そして日本
の鉄鋼製品の対世界輸出は１９８８年の１７６億１６００万ド
ルから２００９年の３８９億ドルに増加したが、世界市場
占有率は同期間に３８．９％から８．６％に下落して２００９
年の中国の同占有率１０．５％より低い。また韓国も同
期間に対世界輸出は４４億４８００万ドルから２３４億８６００
万ドルに増加したが、市場占有率は９．８％から５．２％
に下落した（UN COMTRADEのデータを用いて筆
者が計算）。
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